



To Professor Allan Young, I am honored to participate in this 
academic meeting with Professor Allan Young in attendance.  When I 
have read the Japanese edition of Professor’s grate book, “The Harmony of 
Illusion,” in 2001, just before 9/11, I felt just, “Oh it is very cool the medical 
anthropology analysis that I have ever read.”  It is worth to say that like 
a great science-fiction novel “Neuromancer” in anthropology.  So, I will 





































































　さて、アメリカに急速にまん延した culture of trauma（トラウマの文化）
が日本にないのかということについて考えたいと思います。これは私がヤン















































































だから、PTSD の概念は 9.11 のために用意されたという私のような考え方
は狂った（クレイジーで）ナンセンスな考え方だと思います。
　ですが、どうでしょう。アメリカの国民の幾ばくかの人々は PTSDにさ
いなまれているかもしれませんが、アメリカ政府の要人は、もう一つの記憶
の障害である前向性健忘（anterograde amnesia）という病気に確実に罹患
していると思います。前向性健忘というのは、『博士の愛した数式』のよう
にかなり昔の記憶はあるのだけれども、それ以降の記憶は蓄積されないよう
な症状です。あるいは先ほど覚えたものが記憶できない。今、やろうとした
ことが思い出せない。だから、アメリカ政府の要人にとっては、9.11の記憶（ト
ラウマも記憶の一変種）は残っているけれども、それ以降、自ら種を撒いた、
イラクの人たちのトラウマの記憶は残されていない。だから被害を受けたこ
とは根に持っているが、それが原因で最近おこなった加害行為は平気で忘れ
てしまう。自分のせいで他者が被ったトラウマをすぐに忘れてしまう、いさ
さか困った疾患にさいなまれているのではないでしょうか。
　以上３点。すなわち、文化の研究にまつわることがら。トラウマ文化に関
する異文化間の比較研究をおこなう必要性を喚起するための日本の事例の提
示。そして最後は非常に奇妙なコメントでしたが、逆さまの説明と強いてお
こなうと、実はその実態の隠された奇妙な論理が見えてくるということを言
ってみました。ご静聴ありがとうございました（拍手）。
（佐藤）　池田先生、どうもありがとうございました。引き続きまして、本学先
端総合学術研究科天田城介先生からコメントをいただきたいと思います。天
田先生は、この間、院生さんの発表などの添削を、赤ペン先生ならぬメールや
り取り先生になって 500 通以上のメールをやりとりしていた熱血先生です。
では、ちょっと時間が押しているので 10分程度でコメントをお願いします。
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